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報告書作成に当たって
　このたび、日常の業務内容をそのまま公表するこ

とによって、ステークホルダーの皆様方に、業務活

動の透明性、信頼性を評価いただき、当社の環境の

取り組み姿勢をご理解いただきたく、環境報告書を

発行いたしました。

　この環境報告書の対象期間は、当社の第 62 期

（2006 年 7 月～ 2007 年 6 月）です。

　また、この環境報告書の対象範囲は本社と本社工

場としております。東京事務所と千葉工場は次年度

より対象の予定です。

　なお、この環境報告書は環境省、環境報告ガイド

ライン（2007）及び東京都環境局、環境報告書ガ

イドライン（2005 年度版）を参考にして作成しました。

発行日：2007 年 12 月

次回発行予定：2008 年 12 月
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引き取りなど、サービス面を重視して、お客様にとっ

てより便利であることを念頭に置いております。

　事業活動に伴う環境負荷の低減対策としては、廃

棄物（資源物）収集過程や、リサイクル過程での全

体処理量に係る二酸化炭素排出量を少なくするべ

く、消費エネルギー削減に力を入れております。事

業活動の主となるところの資源物のリサイクル工程

機材は、改良を重ねて再資源化率を向上させて、今

後とも継続的に環境保全を目指す工夫、改善を続け、

お客様から信頼されるリサイクルパートナーとなる

努力をして参ります。

　廃棄物処理業界は、本来は動脈産業である製造業

界等と一体をなして貴重な地球資源を循環させてい

くという、重大な任務を負う業界であると考えてお

ります。弊社は、その置かれている社会的責任を自

覚し、2006年 7月に ISO14001の認証を取得いた

しました。その環境方針に基づき、すべての従業員

が一丸となって環境保全対策を実施し、積極的に情

報開示をしていくことによって企業活動の透明性を

はかり、皆様から信頼され愛される事業者となるこ

とを目指しております。　

　このたび、初めて環境報告書という形で、弊社の

環境への取り組みを中心に日常の業務内容を公表い

たします。

　皆様からのご意見ご感想、そしてご指導を頂戴で

きれば幸いです。

　ごあいさつ

　資源循環を心に期して

　21世紀は環境が主テーマの世紀と言われながら、

地球温暖化による異常気象のために北極熊（シロク

マ）を代表とする絶滅危惧種が増え、海面水位の

上昇で南太平洋に浮かぶサンゴ礁の島国ツバルは、

水没寸前の危機にあると言われています。

　また一方では、これまでの大量生産、大量廃棄

による鉄、アルミをはじめとする天然資源の枯渇

が懸念されており、企業のみならず個人生活にお

いても、地球資源と環境維持のための努力が求め

られ「もったいない」が世界共通語になろうとして

います。

　このような中で、弊社は 1902年（明治 35年）創

業以来、105年間に亘る金属加工と産業廃棄物中間

処理などのリサイクル業務に携わっておりますが、

この永年の弊社の事業活動そのものが、環境問題

解決のキーワードである資源循環（Reduce, Reuse, 

Recycle） を支えるものであるという信条で、「循環

型社会」構築の一翼を担えることに誇りを持って

おります。

　都心からのアクセスが良い大田区京浜島にヤー

ドを所有し、さらに千葉県富津市の新工場を 2008

年春から本格操業いたします。また、お客様の多

様なニーズにお応えするため、多種多様な品目を

取り扱っており、通常勤務時間外や土日祝祭日の

東港金属株式会社
代表取締役社長

2007年 12月
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神 奈 川 県

東 京 都

千 葉 県

千葉工場 　

　〒 293-0011

　千葉県富津市新富 52-1

　Tel：0439-80-4545（代）　Fax： 0439-80-4646 

（千葉工場概要）

土 地： 4 1 , 5 7 3 . 2 4 m 2

工 場 棟： 3 , 4 2 2 . 7 7 m 2

事務 ・厚生棟：302.72m2

　会社概要

創業時の古物商許可証

原料再生の
エキスパート

金属 ・プラスチックなど

多品目の原料に対応

創業 100年の
歴史

明治 35年より積み上げ

てきた経験と実績

サービス
夜間 ・早朝 ・休日 ・時間外、

柔軟な受入体制

社　名	 　　東港金属株式会社

	 　　Toko Metal Co.Ltd

代表者　　　代表取締役社長　福田　隆

設　立　　　1902年（明治 35年）7月

資本金　　　10,000万円

従業員数　　60名（派遣社員を含む　2007年 4月 1日現在）

年　商　　　70.9億円（平成 18年 6月期）

東京事務所

　〒 105-0014

　東京都港区芝 2丁目 7番 2号芝園ビル 4Ｆ

　Tel：03-5730-0880（代）　Fax：03-5730-0440

本社　

　〒 143-0003　

　東京都大田区京浜島 2丁目 20番 4号

　Tel：03-3790-1751　Fax：03-3790-1755

　（本社工場概要）

　第一ヤード敷地 4,151m2

　　[事務所 131m2工場倉庫 2,791m2]

　第二ヤード敷地 1,996m2

　　[事務所  ・工場倉庫 1,252m2]
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売上高実績推移

（単位：百万円）
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（2006年）
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47,704

66,867

84,615

78.8

82.7
目標 81%

受入量
（単位：t）

リサイクル率
（単位：％）

7,085

59期
（2003年）

60期
（2004年）

61期
（2005年）

62期
（2006年）

廃棄物等受入量とリサイクル率

リサイクル率

●　金属スクラップ全般に関する業務（国内 /輸出入）

●　プラスチックの各種リサイクル

●　産業廃棄物の収集、運搬及び中間処理業、リサイクル

●　産業廃棄物中間処理許可【東京都第 13-20-018874号】

●　産業廃棄物収集運搬及び保管、積み替え【東京都第 13-10-018874号】

　神奈川県横浜市 ・川崎市 ・横須賀市、埼玉県、千葉県千葉市、他

●　家電リサイクル法　Aグループ指定引取場所

●　その他

　事業概要

　売上 ・受入量 ・リサイクル率の実績
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　基本理念

　人を活かします

　排出事業者様をはじめ、すべて

のステークホルダーのご意見を真

摯に受け止め、大切に活かして参

ります。社内にあっては、明るい

社風を作り、従業員の労働衛生 ・

健康管理に考慮し、社員それぞれ

の力を最大限に活かします。

　処理をお引き受けする排出物を

「資源」と捉え、多年に亘り培っ

てきた丁寧な分別、切断等の技術

を使い、リサイクル率を高め、再

び価値ある地球循環資源として活

かします。

　企業市民としての責任を持ち、

地域との共生を大切にして、コ

ミュニケーションを図りつつ、持

てる力を社会の発展に活かしま

す。

　地球資源を活かします 　社会に活かします

　沿革とトピックス

1902年（明治 35年）7月

1947年（昭和 22年）12月

1960年（昭和 35年）3月

1978年（昭和 53年）10月

	

1997年（平成 9年）11月

2001年（平成 13年）4月

2002年（平成 14年）11月

2003年（平成 15年）10月

2004年（平成 16年）12月

2006年（平成 18年）7月

2007年（平成 19年）4月

創業者福田勝西が、東京市神田に伸銅品と非鉄金属地金の問屋を開業、

終戦後、店を芝金杉に移す。

会社組織にし、製品の問屋業を株式会社福田地銅店が、地金の問屋業を

東港金属株式会社が扱うこととなった。

東京精錬株式会社を設立、銅合金の精錬及びインゴット製造を行う。

栗山鋳造株式会社及び株式会社アイアイデーの両社を合併し、東京精錬

株式会社の社名を東京銅基合金工業株式会社と商号変更した。

精錬部門と営業部門が一体化し、東港金属株式会社が東京銅基合金工業

株式会社を吸収合併し、東港金属株式会社となる。

家電リサイクル法施行に基づき指定引取場所となる。

東京都とエコトライ協定を締結。

家電リサイクル指定引取場所及びスクラップ取り扱い増を目的とした第

二ヤードを開設する。

OA解体専門ヤードの開設及びプラスチック用ベーラー設置により、リサ

イクルへの取り組みが一段と推進される。

ISO14001認証取得。

東京都港区芝に東京事務所を開設し、営業部門及び事務部門の一部を移転。

当社の事業活動は、地球環境保全活動そのものです。

創業以来、培ってきた「活かす」を経営の基本理念とし、

循環型社会構築への貢献ができる総合リサイクル業を構築してまいりました。

これからも、さらにリサイクル率を向上させる技術開発を行い、

資源循環型事業を推進して参ります。
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2006年 4月 1日

東港金属株式会社

代表取締役　福田　隆

　環境方針

　基本理念

　東港金属株式会社は、資源循環

型社会の一翼を担う非鉄金属加工

処理業ならびに産業廃棄物の収集

運搬及び中間処理業等の事業を通

じて、環境負荷の少ないリサイク

ルに正面から取り組み、社会に貢

献できうる企業を目指し、従業員

が一丸となり環境保全対策を実施

し、地球環境保全のために尽くし

ます。

　行動指針

当社の事業活動、製品及びサービスに関わる環境側面を常に認識し、

汚染の予防に努めるとともに環境マネジメントシステムの継続的改

善を図ります。

当社の環境側面に関係して適用可能な法的要求事項、及び自主的に

受入を決めたその他の要求事項を順守するために自主基準を設け、

管理し、環境保全水準の向上を図ります。

当社が行う事業活動、製品及びサービスが環境に与える影響の中で、

以下の項目について重点テーマとして改善活動を推進します。

取扱商品の入荷量を拡大することにより、資源のリサイクル率

向上を目指し天然資源の枯渇の抑制に貢献するとともに、最終

処分量の削減に努めます。

各種車輌、重機等に使用する燃料の削減を図り、地球温暖化と

化石燃料資源の枯渇の抑制に努めます。

工場内のプラント設備、事務所の照明 ・空調等に使用する電力

使用量の削減を図り、地球温暖化と化石燃料資源の枯渇抑制に

努めます。

環境保全の質的向上を図り汚染の予防と周辺地域環境の向上に

努めます。

資源の有効活用のため、コピー用紙使用量の削減に努めます。

1

2

3

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

当社では、当社の基本理念に基づき、地球環境保全の方針を掲げ、

すべての従業員が、その達成に向けて努めております。
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　環境マネジメント体制

　PDCA サイクル

環境方針作成 ・見直し
環境マネジメントのレビュー
環境インフラの整備

環境マネジメントの実施状況監査

社内環境マネジメントを統括管理し社員が有効な
環境活動ができるよう環境教育を実施し、活動状
況を社長へ報告する

環境管理責任者を補佐し、環境方針を社内に周知
させる

担当部門の社員への指導と、社員が有効な活動が
できるように職場環境を整える。実施状況をウォッ
チし、環境管理責任者へ報告する

環境方針の目的 ・目標を正しく理解し、実行する

実行組織

最高経営層

（社長）

内部監査

チーム

環境管理

責任者

環境管理

事務局

運輸

部門長

社員

ヤード

部門長

事務所

部門長

社員社員

Plan

Do

Check

Act

Plan

Do

Check

Act

 中期計画の作成

 中期計画に基づく期間計画の作成

 期間計画に基づいた環境マネジメントの実行

 監査の実施

 期間計画のレビューと業績評価

 トップマネジメントによるレビュー

　環境マネジメント体制

当社は、社長をトップとした環境マネジメント体制で、

地球環境保全の計画を PDCAサイクルを活用し推進しております。



�

最高経営者
（社長）

内部監査
委員会

セキュリティ
管理責任者

情報
セキュリティ

委員会

営業部門

ISMS取得
事務局

千葉部門運輸部門東京事務所 本社
ヤード部門

本社
事務部門

　環境マネジメントシステム　ISO14001 取得

　当社は、2006年 7月に、事業活動によって生じ

る環境への負荷の低減を、持続的に実施するシステ

ムを構築するための国際規格 ISO14001を取得いた

しました。その環境方針に基づき、環境負荷の少な

いリサイクル事業に正面から取り組み、従業員が一

丸となり社会に貢献できうる企業を目指し、尽くし

ます。

　なお、当社の「環境方針」を排出先等の取引業者

へ伝達し、当社の環境活動への理解とご協力をお願

いしております。

　情報セキュリティマネジメントシステム

　平成 17年 4月 1日から「個人情報の保護に関する

法律（個人情報保護法）」が施行されました。当社

は、廃棄物マニフェスト等数多くのお客様の情報

を扱っております。当社は環境管理と同様に顧客

情報の管理を充実させるため 2008年秋までに、セ

キュリティ管理責任者を核として、個人情報管理

を包含する「情報セキュリティマネジメントシステ

ム」の導入を目指し、準備を進めております。

　情報セキュリティマネジメント推進体制
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　中期環境保全計画

当社が行う事業活動、製品及びサービスが環境に与える影響の中で、

環境保全計画として省エネ、省資源化の達成すべき目標を設定しました。

目標期を第 63期 (2007年 7月～ 2008年 6月）としています。

重点テーマとして以下の項目で 62期は改善活動を推進しました。

62期中期環境保全計画
推進
項目

施策
目標

達成値
達成度

達成　 　　        未達目標値

全　
　
　
　

社

資
源
受
入
量
拡
大

（1）仕入れ価格の適正化
（2）商品の在庫期間圧縮

（処理能力向上）
（3）受入ヤードの整備

（処理能力向上）
（4）仕入先の拡大（顧客拡大）

22,360 t以上の達成

34,051 t

対目標値
11,691 t

（ 52.3 ％）
拡大達成対 60期実績値

14,807 tの 51％アップ

電
力
使
用
量
削
減
＊
１

（1）破砕機の効率的運転
（2）電気使用機械の効率的運転
（3）エアコンの適正温度運転
（4）メインスイッチのこまめな切断

年度末
14,111kWh／千 t以下

の達成 年度末
12,120kWh／千 t

対目標値
1,991kWh／千 t

（14.1％）
削減達成

対 61期実績値
16,394kWh／千 tの

13.9％改善

最
終
処
分
量
削
減
＊
２

（1）サーマルリサイクル処分先の拡大
（最終処分の削減）

（2）選別ラインの導入
（3）客先への選別徹底の提案
（4）再生処理品の拡大

年度末
80％以上の達成

リサイクル率 82.7％
対目標値

2.7ポイント
改善達成

事
務 

・
ヤ
ー
ド

燃
料
使
用
量
削
減
＊
３

（1）アイドリングストップの励行
（2）アクセルの吹かし過ぎ防止
（3）効率的な積み降ろし ・運搬
（4）省エネ車の導入
（5）車輌の定期点検 ・整備

年度末
3,356ℓ／千 t以下

の達成 年度末
2,960ℓ／千 t

対目標値
396ℓ／千 t
（11.8％）
削減達成

対 61期実績値
3,390ℓ／千 tの

1％改善

事　

務

コ
ピ
ー
用
紙
使
用
量
削
減
＊
４

（1）裏紙の使用徹底
（2）不要資料の作成削減
（3）配布資料及び配布先の適正化
（4）メール ・電子化の推進
（5）棚卸し不用品資料の活用

年度末
3,037枚／千 t以下

の達成 年度末
2,614枚／千 t

対目標値
423枚／千 t
（13.9％）
削減達成61期実績値

3,131枚／千 tの 3％改善

＊ 1　電力使用量原単位＝電力使用量（kWh）／ 製品出荷量（千 t）
＊ 2　リサイクル率（％） ＝〔受入量（t）－ 最終処分（埋立）量（t）／受入量（t）〕× 100
＊ 3　燃料使用量原単位 ＝燃料使用量（ℓ）／〔製品入荷量（千 t）＋出荷量（千 t）〕
＊ 4　コピー用紙使用量原単位＝コピー用紙購入枚数（枚）／〔製品入荷量（千 t）＋出荷量（千 t）〕
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事業活動における環境負荷低減への取り組み

私たちの事業活動は環境負荷低減活動そのものだと考えています。

　当社は、お客様から排出される産業廃棄物の

ほとんど（廃プラスチック、金属くず、ガラス ・

コンクリート ・陶磁器くず、木くず、紙くず、

繊維くず）をお引き受けし、対応しております。

家電リサイクル Aグループの指定引取場所であ

り、また、第一種フロン類回収業者登録もして

おります。収集 ・運搬、選別作業も当社で引き

受けますので、お客様の手を煩わせることなく

廃棄物処理を行える体制を整えました。

　非鉄金属のスクラップ問屋から発展したノウ

ハウを活かし、可能な限りマテリアルリサイク

ル（再生原料化）を目指しています。また、サー

マルリサイクルへの取り組みも積極的に行い、

セメント会社向けにサーマルリサイクル用廃プ

ラ類を出荷しています。

　2004年には、ＯＡ解体専門ヤードを開設し、

併せてストックヤードを拡大しましたので、少

ロットのプラスチックリサイクルも可能となり、

リサイクル率が向上しました。また、サーマル

及びマテリアルリサイクルへの更なる取り組み

を図るため、圧縮梱包機（ベーラー）を導入いた

しました。

大型重機

各大型重機の導入により、
荷降ろし、積み込み作業等
の時間短縮が可能。

マルチ解体機

さまざまな機械、家電製
品、車両などを分解 ・解
体する専門機。鉄、非鉄、
プラスチック、その他の
仕分けに大きな力を発揮。 

ギロチン

鉄から廃棄物まで高速で
切断が可能。

ベーラー

プラスチック等を圧縮梱
包し輸送率を向上。

一軸式破砕機

さまざまなリサイクルを実現する破砕機。

金属用破砕機

処理能力の大きい破砕機。

磁力選別機

鉄と非鉄を分別。
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電線 ペットボトル OA機器

混合プラスチック 自転車

大型仕分ピット

鉄くず

解体

選別ライン 手解体ライン

切断 破砕 プレス ベーラー

特号銅線（99.99％） 再生プラ原料（PET） 基板

燃料プラスチック アルミ 製鋼原料（甲山）

収

集

・

運

搬

選

別

中

間

処

理

リ

サ

イ

ク

ル

リサイクルフロー

多品目取り扱い

　従来、種類別 ・マテリアル
別に専門業者に振り分けて搬入
していた廃棄物、混合物、有価
金属などを、窓口ひとつでワン
ストップのリサイクル処理が可
能。多様な設備と処理能力で、業務
効率と費用の最適化を実現。

※一般廃棄物、医療系、原子力
　危険物、液状物は除く。
※金属は有価物として買取可能。

廃家電 4品目
エアコン ・テレビ ・洗濯機 ・冷
蔵庫選別→集積 →搬出

（メーカー指定リサイクルエ場へ）

徹底した選別

　大型廃棄物から鉄と非鉄、プラ
スチックまで分解 ・選別すること
ができる〔マルチ解体機〕〔大型磁
力選別機〕を保有。併せて手作業
による徹底した分解、仕分けを実
践した後、ヤード内にある仕分け
用ピットで細分管理。

破砕 ・切断

　国内初、最新鋭高速切断機〔ギ
ロチンシャー〕の導入をはじめ、
複数の破砕機やジャンボプレス
ベーラー、天井クレーンを刷新し、
作業効率と処理スピードの向上を
実現した。さらに、ヤード内のレ
イアウトに配慮し、作業のオート
メーション化を促進。

再原料化 ・再燃料化

　プラスチックフレーク、プラス
チックベール、銅系再生合金、電
線ナゲット銅、再生銅原料、木く
ずチップ、古紙原料、カレット、
プラスチック燃料など、可能な限
り再生原料化（マテリアルリサイ
クル）と、再生燃料化（サーマル
リサイクル）を実現。
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お客様からの受入量

廃棄物等受入量	 32,816 t

金属スクラップ等受入量
34,051 t

電力	 811,464 kWh
軽油（重機用）238,332 ℓ　
軽油（車輌用）  157,823 ℓ　
用水	 2,454 m3　

・ 受け入れた排出物の処理機材の
　動力として使用した燃料、及び
　電力の量です
・ 車輌使用エネルギーには、直接
　持ち込みのお客様が使用した車
　のエネルギーは含まれておりま
　せん。当社車輌分のみの数値です

社内エネルギー投入量

金属類、プラスチック類、その他

34,200 t

・大型廃棄物から鉄と非鉄、プラ
　スチックまで分解 ・選別し、併
　せて手作業による徹底した仕分
　けをすることで、有価物として
　活かしています

有価物

金属類、プラスチック類、その他

21,163 t

・切断、破砕、圧縮、梱包するこ
　とで、可能な限り、マテリアル
　リサイクル、サーマルリサイク
　ルを実現しています

再資源化

11,589 t

・ 分別できずリサイクルされない
　残渣は、指定の最終処分場に送  
　り、適正に処分しています

焼却，埋立

1,336 t-CO2

大気への二酸化炭素排出量

2,454 m3

用水排出量

・ 収集運搬、選別、中間処理をするた
　めに使用したエネルギーによる大気
　へのCO2排出量削減のため、工程レ
　イアウト見直しや、工程削減などの
　改善に取り組んでいます

注）インプット（お客様からの受入量 t）と、アウトプット（有価物量＋再資源化量＋焼却，埋立量 t）の重量に差が出ておりますが、
これは、アウトプット量の一部が容積として搬入されるため、重量換算した際に相違が出ております。

リサイクル率 82.７％

イ

ン

プ

ッ

ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

事業活動における環境負荷の全体像

事業においては、常に資源のリサイクル率や、再資源化の向上を図るための活動を行いますが、

一方では環境に負荷を与えることも避けられません。

そのような状況の中でどんなに小さい作業でも、

どうしたら環境負荷を低減しながら処理できるかを常に考え、

資源の有効活用に取り組んでいます。

第 62期 (2006年 7月～ 2007年 6月）の主な環境負荷は下図の通りです。
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法的及びその他の要求事項

環境側面 法、条例等 要求事項 (当社該当主要項目のみ ) 該当施設等 該当部署 必要資格

自動車運行 運搬車輌
自家用車

道路交通法 ①自動車免許、速度制限、積載制限 運搬車輌
自家用車 運搬班 大型 ・普通

免許

NOx ・PM法
①規制対応車種② PM減少装置の
　取り付け ‐ 運搬班 ‐

[業務 ]
廃棄物の受入
収集運搬及び

処分業

金属屑
廃プラスチック類

ガラス屑
陶磁器屑

廃棄物処理法
エコトライ協
定 (東京都 )

①廃棄物再生業 /廃棄物の収集運
　搬及び処分業の許可
②廃棄物の保管施設への掲示板の
　設置
③委託基準の順守
④マニフェストの使用及び返却等
　の管理
⑤廃棄物処理責任者の設置
⑥二社契約 ;許可番号、事業の範囲、
　有効、期限、処理能力、重量、
　単価等の記載
⑦産廃最終処分業者の処分場視察
⑧環境に負荷を与えない施設の維
　持管理
⑨資源化を推進し、最終処分量の
　削減
⑩地域住民との協調

業務として被
処理

物の受け入れ
業務全般から

の排出

全体

収集運搬業
中間処理業

古物商

[事業者 ]
廃棄物の排出

産業廃棄物の
排出

[業務 ]
廃家電の受入

テレビ
エアコン
冷蔵庫
洗濯機

家電リサイク
ル法

①再商品化工場ヘ
②管理票 (家電リサイクル券 )

テレビ
エアコン
冷蔵庫

洗濯機の
指定集積所

事務班
ヤード班 ‐

[事業者 ]
廃家電の排出

テレビ
エアコン
冷蔵庫
洗濯機

パソコン他

事務班 ‐

トラック
スケールの使用

トラックス
ケール 計量法 トラックスケール台貫計量誤差検定

1回／ 2年検査

トラックス
ケール（20t ・

40t ・50t）
事務班 ‐

火災の発生 指定可燃物 消防法 指定可燃物貯蔵量調査 ヤード班 ヤード班 ‐

フロン類の回収

業務用空調機 
・業務用冷蔵
庫からフロン

回収

フロン類回収
破壊法 東京都知事による登録 ヤード班 ヤード班 第一種フロン類

回収業者登録

PCB入りコンデ
ンサーの保管

PCB入りコン
デンサー

PCB廃棄物特
別措置法

PCB廃棄物の適正な保管
保管状況の東京都への報告 ヤード倉庫 管理責任者 ‐

材料及びエネ
ルギーの使用
を物品の購入

時に考慮

物品の購入 グリーン購入
法

グリーン調達を推進し、環境に与
える負荷を軽減する 事務班 事務班 ‐

当社の事業と関連する主な法規制は以下の通りです。

第 62期（2006年 7月～ 2007年 6月）は行政より指導、勧告等を

受ける違反はありませんでした。

また、近隣住民からの苦情もありませんでした。
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　平成 14年 4月 1日から施

行されている 「特定製品に

係るフロン類の回収及び破

壊の実施の確保等に関する

法律（フロン回収破壊法）」

に基づき、フロン類回収業

者として東京都に登録し、

産業用廃棄物として回収し

た業務用冷凍機等の冷媒と

して使用されているフロン

が、機器の廃棄に伴って大

気中に放出されることがな

いように、適正に回収して破

壊処理施設に引き渡すことに

より、温暖化防止に協力しております。

休憩室兼食堂 シャワー室

洗濯場

グリーン購入カタログ

エコペーパー

　エコトライ協定

　当社は、処分業者として

平成 14年 11月 1日に東京都

とエコトライ協定 (産業廃棄

物適正処理 ・資源化推進協

定 )を締結し、率先努力をし

ています。平成 17年 4月に

再締結いたしました。

　特定フロンの回収

　エコトライ協定とは、産業廃棄物の適正処理の徹

底と資源化の促進を図るため、東京都と法令以上の

取り組みを約束するもので、事業者は産業廃棄物処

理による環境への負荷を低減し、また、率先して取

り組み状況を公表することにより、事業者 ・都民 ・

行政が問題解決に向けて協力していく環境を作るこ

とを目的としています。

　従業員の衛生と健康のための施設

　当社は従業員の衛生と健康

管理のため、休憩室を兼ねた

食堂を設置して衛生的な場所

で食事をしています。また、

作業終了後は従業員はシャワー

で汗を流し、使用した作業衣

は洗濯するなど従業員の衛生

と健康を配慮して清潔な作業

場の環境維持に努めていま

す。（写真は千葉工場の例）

　グリーン購入

　購入の必要性を十分に考慮し、できる限り環境負

荷が小さい製品やサービスを、環境負荷の低減に努

める事業者から優先して購入しています。
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資格区分 人員 資格区分 人員

大型特殊 10 ガス溶接 8

ユンボ 31 アーク溶接 4

小型移動クレーン 16 運行管理者 2

牽引 8 整備管理士 1

玉掛 26 冷媒回収 3

ショベルローダー 2
建築物等の鉄骨の
組み立て等作業主
任者

1

高所作業クレーン 2 破砕リサイクル施
設技術管理士 2

床上操作クレーン 4 危険物取扱者 1

5ｔ未満クレーン 5 廃棄物管理責任者 2

不整地運搬車 1 公害防止管理者
（大気 1種、水質 1種） 1

低圧電気取扱 1 機械製図作業二級 1

小型車両建設機械 2 第二種電気工事士 1

はい作業 2 ISO14001内部監査員 4

ISO14001IMS審査員補 1（人数は延べ人数です）

事業関連資格者一覧

　環境コミュニケーション

　従業員教育

　当社は、隔月に全社員を対象とした環境会議を開催し、今抱えている問題事項に関する指導や意見交換

を重ねて、常に環境を考慮した事業活動を推進するために意識高揚を図っております。

事務所部門

　来社されるお客様を明るく迎えられるよう、お客

様の立場を考える優しい会社を目指して、定期的に

接客対応教育を開催しています。

ヤード部門

　安全第一での作業効率を上げるために、スキル

アップを目指した多くの技能講習を進んで受け、資

格取得をすることにより、お互いが切磋琢磨できる

ようなシステムを奨励しています。今年度は残念な

がら、作業ミスによる小さな事故が何件か発生して

おりますので、来年度は更なる安全操業を目指して、

全員が５Sを身につけられるよう、緊急時対応訓練

も加味した勉強会を予定しています。

運輸部門

　安全運転がすべてに優先することを、安全会議で

周知しております。過労 ・飲酒が起こす事故の重大

さを例をとって説明し、一人一人が会社の代表とし

て車を動かしているという強い意識を持つように、

優しい心での運転を指導しています。来年度はエコ

ドライブを周知させるための社内講習会を予定して

おります。
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　トピックス

　平成 19 年 4 月より東京都港区芝に東京事務所を

開設しました。営業部門及び、　経営企画室と一部

総務部門が活動を始め、新たな拠点として、お客様

へのレスポンスタイムを短くすることができるよう

になりました。

　東京事務所開設

　千葉工場開設

　千葉県富津市に、鉄・非鉄・プラスチックなどか

らなる混合スクラップの選別・中間加工処理を主と

するリサイクル工場が 2008 年春には本格稼働を開

始する予定です。混合スクラップ選別能力の高い機

材を設置いたしますので、さらにリサイクル率を高

め、可能な限り素材別の再生原料として、リサイク

ルルートに乗せていくことが可能となります。東京  

・京浜島と千葉の 2 拠点体制として広い範囲からの

回収対応を目指します。

　地域の環境保全を維持し、来社されるお客様が気

持ちよくお帰りになれるよう、毎朝、周辺道路及び

入口通路の美化清掃を行っています。

　地域美化清掃
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　ガイドライン対照表

環境報告ガイドライン（2007 年版）における項目 掲載ページ
基礎的情報

（1） 経営責任者の緒言 2
（2-1）報告に当たっての基本的要件 1
（2-2）報告対象組織の範囲と環境負荷の補足状況 1
（3） 事業の概況 3,4

（4-1）主要な指標等の一覧 1,3,4,12,13
（4-2）事業活動における環境配慮の取組に関する目標、計画及び実績等の総括 9
（5） 事業活動のマテリアルバランス 12

マネジメント・パフォーマンス指標
（1-1）事業活動における環境配慮の方針 6
（1-2）環境マネジメントシステムの状況 7
（2） 環境に関する規制の遵守状況 13
（3） 環境会計情報 -
（4） 環境に配慮した投融資の状況 -
（5） サプライチェーンマネジメント等の状況 8
（6） グリーン購入・調達の状況 14
（7） 環境に配慮した新技術、DfE 等の研究開発の状況 10,11
（8） 環境に配慮した輸送に関する状況 9,12
（9） 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況 -

（10） 環境コミュニケーションの状況 15,16
（11） 環境に関する社会貢献活動の状況 16
（12） 環境負荷低減に資する製品・サービスの状況 10,11

オペレーション・パフォーマンス指標
（1） 総エネルギー投入量及びその低減対策 9,12
（2） 総物質投入量及びその低減対策 9,12
（3） 水資源投入量及びその低減対策 12
（4） 事業エリア内で循環的利用を行っている物質量等 9,12
（5） 総生産品生産量又は総商品販売量 12
（6） 温室効果ガスの排出量及びその低減対策 12
（7） 大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 12
（8） 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策 12
（9） 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策 9,12

（10） 総排水量及びその低減対策 12

環境効率指標
（1） 環境配慮と経営との関連状況 5,10,11,12

社会パフォーマンス指標
（1） 社会的取組の状況 14,16
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第三者審査報告書

当社は環境報告書の信頼性向上のため、外部審査機関㈱日本環境

認証機構（JACO）の第三者審査を受けました。

以下に環境報告書第三者審査報告書を掲載します。



本社　

　〒 143-0003　東京都大田区京浜島 2丁目 20番 4号

　Tel：03-3790-1751　Fax：03-3790-1755

東京事務所

　〒 105-0014　東京都港区芝 2丁目 7番 2号芝園ビル 4Ｆ

　Tel：03-5730-0880（代）　Fax：03-5730-0440

千葉工場 　

　〒 293-0011　千葉県富津市新富 52-1

　Tel：0439-80-4545（代）　Fax： 0439-80-4646 

東港金属株式会社　　http://www.tokometal.co.jp
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